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４
月　

日
に
春
の
事
業
所
見
学
会
で
国
立
印
刷
局

１７

小
田
原
工
場
に
出
向
き
ま
し
た
。
メ
イ
ン
の
紙
幣
の
印
刷
工
程

は
２
階
か
ら
の
ガ
ラ
ス
越
し
の
見
学
と
な
り
ま
し
た
が
、
参
加

者
か
ら
の
「
プ
ロ
並
み
」
の
質
問
、
さ
ら
に
回
答
の
補
足
に
、

先
方
の
解
説
職
員
は
驚
き
を
隠
せ
な
い
様
子
で
し
た
。

　

さ
て
５
月
の
講
演
会
に
は
矢
吹
晋
氏（
横
浜
市
立
大
学
名
誉

教
授
）、
田
中
弘
氏（
神
奈
川
大
学
教
授
）、
寺
島
実
郎
氏（
日
本

総
合
研
究
所
理
事
長
、
多
摩
大
学
学
長
）を
お
招
き
し
ま
す
。

　

新
会
員
を
紹
介
し
ま
す
。
今
井
孝
・
味
の
素
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ズ
常
勤
監
査
役
、
大
西
浩
志
・
ネ
ッ
ト
ラ
ー
ニ
ン
グ
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
取
締
役
副
社
長
、
鹿
戸
丈
夫
・
楽
天
銀
行
取

締
役
常
務
執
行
役
員
、
鈴
木
道
弘
・
日
本
ピ
グ
メ
ン
ト
監
査
役
、

深
澤
正
宏
・
安
田
不
動
産
代
表
取
締
役
会
長
、
町
田
治
之
・
森

林
総
合
研
究
所
森
林
農
地
整
備
セ
ン
タ
ー
理
事
所
長
。

　

経
済
倶
楽
部
便
り
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（
塚
田　
紀
史
）

◆
中
部
◆　

名
古
屋
に
来
て
ほ
ぼ
１
年
。
夏
休
み
に
は
家
族
と
、

休
日
に
は
一
人
で
伊
勢
・
志
摩
や
知
多
半
島
、
岐
阜
県
の
近
郊

を
何
度
か
訪
れ
ま
し
た
。
先
頃
は
岐
阜
城
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。

東
京
か
ら
の
転
勤
者
に
と
っ
て
、
岐
阜
市
は
名
古
屋
か
ら
か
な

り
遠
い
所
に
あ
る
と
の
印
象
が
強
い
の
で
す
が
、
Ｊ
Ｒ
名
古
屋

駅
か
ら
普
通
電
車
で　

分
の
近
さ
に
あ
る
こ
と
に
驚
き
ま
す
。

２０

　

岐
阜
駅
前
に
は
金
色
に
塗
ら
れ
た
織
田
信
長
の
銅
像
が
立
っ

て
い
ま
す
。
こ
こ
は
織
田
信
長
が
斎
藤
道
三
の
嫡
男
、
龍
興
を

破
っ
て
城
を
獲
得
し
、
旧
名
の
井
ノ
口
を
岐
阜
と
改
名
さ
せ
た

こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
で
金
華
山
の
上
に

あ
る
城
に
登
り
、
天
守
閣
か
ら
顔
を
出
す
と
、
そ
れ
こ
そ
美
濃

平
野
が
一
望
で
き
、
遠
く
名
古
屋
の
高
層
ビ
ル
ま
で
目
に
入
り

ま
す
。
し
ば
し
、
往
時
の
武
将
の
感
慨
に
浸
っ
た
次
第
で
す
。

　

５
月
の
定
例
講
演
会
は
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
モ
ス
ク
ワ
支
局
長
の
小
林

和
男
氏
と
独
立
総
合
研
究
所
社
長
の
青
山
繁
晴
氏
を
予
定
し
て

い
ま
す
。 

（
日
暮 
良
一
）

１５８



１５９　経済倶楽部講演録―２０１２．５

�Ｑ　

東
京
の
経
済
倶
楽
部
の
主
な
事
業
は
何
で
す
か
。　

Ａ　

毎
週
金
曜
日
の　

時　

分
か
ら
２
時
近
く
ま
で
開
か
れ
る

１２

４０

定
例
講
演
会
が
い
ち
ば
ん
の
事
業
で
、
東
洋
経
済
ビ
ル
９
階
の

ホ
ー
ル
が
会
場
で
す
。
年
に
約　

回
、
毎
週
末
に
日
本
橋
へ
出

４５

か
け
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
会
員
が
多
数
お
ら
れ
ま
す
。

　

講
演
は
い
ず
れ
も
一
流
講
師
に
よ
る
充
実
し
た
も
の
で
、
経

済
、
経
営
、
政
治
、
国
際
を
中
心
に
、
時
折
、
健
康
、
教
養
の

テ
ー
マ
ま
で
幅
広
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
講
演
を
読
み
や

す
く
編
集
し
た
『
経
済
倶
楽
部
講
演
録
』
が
毎
月
、
届
け
ら
れ

ま
す
の
で
、
欠
席
の
場
合
は
も
ち
ろ
ん
、
出
席
し
た
場
合
で
も

読
み
直
し
て
く
だ
さ
る
会
員
が
た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
毎
月
の
経
済
金
融
懇
話
会
、
物
申
す
会
（
会
員
相
互

の
勉
強
会
で
い
ず
れ
も
無
料
）
の
ほ
か
、
有
料
で
事
業
所
見
学

会
（
年
２
回
）、
ミ
ニ
見
学
会
（
随
時
）、
銷
夏
・
忘
年
パ
ー
テ

　

社
団
法
人
経
済
倶
楽
部
（
東
京
）
ご
紹
介
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ィ
、
ゴ
ル
フ
親
睦
会
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
毎
週
、
講
演
会
の
あ

と
ホ
ー
ル
で
映
画
鑑
賞
会
（
無
料
）
が
あ
り
内
外
の
名
画
が
上

映
さ
れ
ま
す
が
、
こ
ち
ら
は
ご
家
族
も
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。

Ｑ　

会
員
制
度
は
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
で
す
か
。

Ａ　

会
員
は
約
６
６
０
人
で
、
法
人
会
員
（
３
名
連
記
）
と
個

人
会
員
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
個
人
は
１
親
等
に
限
り
名
義
書

換
が
無
料
で
、
半
年
会
費
が
４
万
２
０
０
０
円
で
す
。
入
会
は

会
員
の
紹
介
が
基
本
で
す
が
、
紹
介
の
な
い
場
合
で
も
入
会
可

能
で
す
。
会
員
は
講
演
会
の
聴
講
、『
経
済
倶
楽
部
講
演
録
』

の
講
読
、
各
種
企
画
へ
の
参
加
、
ホ
ー
ル
や
会
議
室
利
用
・
食

事
・
書
籍
雑
誌
購
入
な
ど
で
割
引
の
特
典
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ　
『
経
済
倶
楽
部
講
演
録
』
だ
け
講
読
し
た
い
の
で
す
が
。

Ａ　

そ
の
よ
う
な
ご
希
望
を
し
ば
し
ば
い
た
だ
き
ま
す
が
、

『
講
演
録
』
は
経
済
倶
楽
部
の
会
員
し
か
定
期
購
読
で
き
ま
せ

ん
。
裏
表
紙
に
「
定
価
５
２
５
円
」
と
書
い
て
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
は
会
員
が
折
々
、
友
人
な
ど
に
進
呈
し
た
い
と
希
望
さ
れ

た
場
合
な
ど
の
た
め
の
も
の
で
す
。


